
 

                            文字顔をつくろう 
 

活動の目標：文字に親しみをもつ。 

学習者のレベル：ゼロ～ 

クラスのサイズ：不問 

必要なもの：紙とペン 

所要時間：15分 

前提条件：ひらがな、カタカナの導入後（必ずしもすべて覚えていなくてもよい） 

 

 

  ひらがな、カタカナの練習、どのようにしていますか？単調な活動になってしまうことはあ

りませんか。そんなとき、息抜きに「文字顔」をつくってみてはどうでしょうか。「文字顔」

というのは、名前のとおり、文字で顔をつくることです。有名なものに、「へのへのもへじ」

があります。自分の名前や、好きなことばでオリジナルの「文字顔」をつくることで、ひらが

な、カタカナへの親近感を生むことがねらいです。 

 

進め方： 

①生徒につくらせる前に、「へのへのもへじ」や、以下のサイトなどを参考に、いくつか例を

見せます。どんな文字が入っているか、確認します。 

②生徒に、自分の名前や好きなことばなどで、顔を作ってもらいます。このとき、もとのかな

の形を意識させることが大切です。かなの表を見ながらでもかまいません。色をつけたり、関

連するイラストを描いたりしてもよいでしょう。 

③できたものは、グループやクラスでシェアします。どんな言葉か、どんな顔にしたかを母語

で説明します。 

 

アドバイス 

顔以外にも、アソシエーション法のように、かなを何かに見立てて絵をかく活動もできます。 

 

 

参考文献 

顔文字の例：http://www.geocities.jp/ekakisong/name_a.htm（「えかきうた」顔文字≪名前≫フル

ネーム編） 


